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新規制定の 学会基準案 「観 測井を用い た砂質地盤 の 地 下水位測定

方法」 お よび 「沈下板 を用 い た地表面沈下量測定方法 」 にっ い て

　　　　木 暮 敬 二 （こ ぐれ けい じ ） 　 山 田 清 臣 （やまだ きょ お み）

　　　　　　　　 土質工 学会基準部長　　　　　　　　　　　　　　土質調査基準検討委員会委員長
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1．　 ま え が き
表一 1　 現地 計測方法基準化委員会

委 員 長 　 平 間邦 興 　   大林組

　本号 で公示す る学会基準案は ， 地下水調査方法 に

関す る 「観測井を用 い た砂質地盤 の 地下水位測定方

法 」 お よび現地計測方法に関する 厂沈下板 を用 い た

地表面沈 下量測定方法 」 で ある。こ れ ら の 素案は ，

い ずれ も新規に作成 し た もの で あ り， それ ぞれ基準

部 の 土質調査基準検討委員会の テ ーマ 委員会で あ る

「地 下水調査方法基準化委員会」 （5 月号参照）お よ

び 「現地計測方法基準化委員会」（表一 1参照）に よ

っ て作成され た 。 以下 に そ れぞ れ の基準案を作成 し

た経緯や 目的 と ともに基 準案を示 す 。

　なお ， こ こ に公示 す る基準案に つ い て の 意見 は ，

書面にて平成 5年 8月31日までに土質工 学会基準部

宛に提出 い た だ き た い
。
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2， 今 回 公示 する新規制定の 学会基 準案

　 （1） 観測井を用い た砂質地盤の地下水位測定方法

　地下水関連の基準につ い て は ， 先月号に 二 つ の基

準案 を公示 した。そ の う ち，「ボ
ー

リ ン グ孔 を利用

し た砂質地盤 の 地下水位測定方法 」 は ， 短期に お け

る砂質地盤 の 地下水位測定方法を規定 し
， また 厂ボ

ーリ ン グ孔 を利用 した電気式間隙水圧計に よ る間隙

水圧 の 測定方法 」 は粘性土 地盤 を対象 とする もの で

あ る 。 こ れ に対 して ，今回公示す る 「観測井を用 い

た砂質地盤の 地下水位測定方法」 は ， 透水係数が約

10−4cm ／s よ り大き い 地層 を対象に 地下永位の 長期

測定を 目的とす る 。

　地下水位を正 し く測定する た め に は ， 適切な構造

を有す る観測井を ， 水位を測定す る対象層に 限 っ て

設置す る こ とが必要不可欠 で あ る 。 こ れ ま で観測井

の 設置方法が規定 され て い なか っ たた め に ，測定結

」聾 nep 　1993

果が設計や施工 に役立た な い こ とも多か っ た の が現

状で ある 。 本基準案は ， こ の よ うな現状を踏 まえて ，

測定結果 の 信頼度 を高 め る と と もに ，揚水試験 に お

け る観測井内 の 水位測定 な ど ， そ の利用価値 の 向上

を図る た め に地下水位 の 測定方法 を規定す る もの で

あ る 。 な お ， 長期測定 の た め の 水位測定器に は多種

あ り， 精度 な どか らこ れ を と くに規定す る こ と は避

けた 。こ の 基準で は ， と くに観測井 の 設置に関 して

次 の 事項を規定 した。

　   　観測孔 の 削孔

　  　観測井 の 構造

　  　遮水の 方法

　  　孔内洗浄 の 方法

　  　沈下板を用い た地表面沈下量測定方法

　軟弱地盤上の 盛土や埋立等に お い て ， 沈下板 を用

い て 沈下量 を測定す る 方法は ご く
一

般的に使われ て

い る 。 本基準案で はそ の 方法 を規定す る こ とに よ っ

て ， 使 い や す くす る と ともに ， 測定方法の 煩雑化お

よび多様化を防 ぐこ とを目的 とす る。ただ し ， 以下

に示 す よ うに弾力的運用 を妨げな い よ うに配慮 し た 。
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本 基準案の作成に あた っ て ， と くに検討 を重ね た項

目は 次 の 点で ある。

　  　不動杭 の 設置位置　　既存の 指針や仕様書類

に は ， 不動杭を盛土法尻か ら軟弱層 の厚 さの 1．5〜2

倍以上離 す必要 があ る と明記 し て あ るもの もあ る 。

し か し な が ら， 軟弱層が きわ め て 厚 い 揚合や小規模

工 事の 場合を配慮 し て ， 基準案に 数値 と し て 規定す

る こ と を避け た
。

　  　測定頻度　　対象 とす る 工 事 の 種類 や地盤条

件 などに よ っ て ， 測定頻度 は 当然異な る。し た が っ

て ， こ れ を測定者の 判断に任せ る よ うに した 。

　  沈下板 の 定義 　地表面 に設置する鋼板 と測

定用 ロ ッ ドお よ び こ れ を保護 する パ イプ を含め て 沈

下板 と定義し た
。

　　　　　　　　土 質工 学会基準案　　　　　　JSF
観測井に よる砂質地盤の 地下 水位測 定方法 1312− 1993

Measuring　Method　for　Ground　Water　Level　in　Well

1

1．1

1，2

1．3

総　則

測定の 目的

　こ の測定は ， 観測井 を用 い て ， 長期 的に

地下 水位 を求 め る こ と を 目的 とす る。

適用 範囲

　飽和 し た砂質地盤 を対象 とする 。

用語の 定義

　地下水位 とは ， 間隙水 の もつ 水位を い う 。

【付帯条項】

　1．　 本基準 と部分的に 異な る方法 を用 い た場合 に

　　は ， その 内容 を報告事項に明記 し な けれ ばな ら

　　な い
。

1．2 透水係数が 10’4cm ／s 程度よ り大 き い 砂質地

　　盤 を対象 とす る 。

2． 測定用具

2．1 観測井　観測井は ， 対象区間に ス ク リ
ー

ン

　　 を有 した水位観測用 ケーシ ン グを観測孔内

　　 に挿入 し て 仕上げた もの
。

2．2　水位測定器　水位測定器 は ， 長期的に測定

　　 で き る も の
。

【付帯条項】

2，1a ．ケーシ ン グ の 内径 は ，

一
般に 50　mm 程度

　　　の もの を用 い る。

　　 b ．ケ
ー

シ ン グお よび ス ク リ
ー

ン （ス ト レ ーナ

Y2

　　 一ともい う）の 材質は ， 測定期間 ， 水質 ， 土

　　 圧等 を 考慮 し て 選ぶ
。

　 c ． ス ク リ
ー

ン の 開孔率 は，通常 1 〜 5 ％程度

　 　 とす る 。

Z2 　水位測定器は ，
フ ロ

ー
ト式，触針式 ， 水圧式

　 等か ら測定目的 ， 観測井 の 条件 に応 じ て選定す

　 る 。

3

（1）

（2）

（3）

（4）

観測井 の 設置方法

観測孔は ， 原則 と し て 清水掘 り に よ り削孔

する 。

ス ク リ
ー

ン を有 した所定 の ケ
ー

シ ン グを観

測孔 に挿入 し鉛直に設置す る。

孔壁 と ケ ーシ ン グの 隙間で ，測定結果に 影

響す る よ うな上下方向 の 流れ が生 じな い よ

うに
， シ ール 材な どを用 い て遮水する 。

観測井を ， 十分 に洗浄す る
。

【付帯条項】

　3． 観測井 の設置例を図一 1 に示す。

（1）a ．削孔 は ，
ロ
ー

タ リ
ー式や パ ー

カ ッ シ ョ ン 式

　　　の ボ ー
リ ン グ機械 を用 い る 。

　　b ．掘 削孔径は ケ ー
シ ン グ直径 ，

フ ィ ル タ
ー
厚

　　　さ等 を考慮 し て 決 め る 。

　　 c ．ケーシ ン グを所定 の 深 さ に設置 する た め に

　　 通常掘削孔底 に 余掘 りを行 う。

　　d ．孔壁保護等 の た め止 む を得な い 揚合は泥水

　　　を使用 して もよ い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 土 と基 礎，41− 6 （425）
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図
一 1　 観測井 の 例

  a ．ス ク リ
ー

ン の 位置お よび長 さは 対象 の 帯水

　　層 の深 さお よび厚 さを もとに 決 め る
。

　 b ．フ ィ ル タ
ー
材を用 い る揚合は ， そ の透水係

　　数 が地 盤の透水係数 よ りも大 きく，か つ 観測

　　井内に 地盤中 の 細粒土 の 流入 が少 な い 材料 と

　　 す る
。

　 c ．細粒土 が流入 す る恐れ が あ る場合は
，

ス ク

　　 リ
ー

ン の 下端 に砂 だ ま りを設 け る 。

（3）a ． シ
ー

ル 材に は セ メ ン トミ ル ク ，ベ ン トナイ

　　 ト，
パ ッ カ ー等が あ り， 測定期間，水質 地

　　質条件等に よ り決 める 。

　 b ．ケー シ ン グ の 継 ぎ目か ら漏水 し な い よ う処

　　置する 。

（4） 洗浄は ，
ポ ン プ，ベ ーラー等を用 い た揚永洗

　浄が望 ま しい
。 泥水 を使用 し た場合 は ，マ ッ ド

　ケー一
　｝ やブ リ ッ ジ ン グを除去す る 。

June ，　1993
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4

19

臼

（3）

測　定

欝懲 灘認農 攤 避1
け るた め ， 24時問以上放置す る 。

所定 の 時間間隔 で水位 を測定する。

【付帯条項】

　4．

　　  a ．測定が長期 に わた る場合 は ， 適宜 に ス ク

　　　　リ
ー

ン内を洗浄す る 。

　　　b ．水位測定 の 時間間隔 は ， 調査の 目的に応

　　　　じ て 設定す る
。 例え ば ， 海岸付近 の 潮汐，

　　　　また は稼働中の 井戸 に よ り水位が変化する

　　　 場合は 連続記録す る こ とが望ま し い 。

5． 結果 の 整理

経過時間と測定水位 の 関係 を表に ま と め

る か ， ま た は 図化す る 。

6。 報告事項

　　　測定 の 結果 に つ い て ， 次 の 事項 を報告す

　　 る 。

（1） 本基準 と部分的 に 異な る試験方法を用 い た

　　揚合は ， そ の 内容

（2） 観測井 の番号お よび標高

（3） 観測井 の 構造図

（4） 使用 した水位測 定器

  　測定 目時 と水位測定結果

  　そ の 他特記す べ き事項

【付帯条項】

　6．

　　  　必 要に応 じて 永位測定時 の 天候 ， 気圧 ， 降

　　　雨量等を報告す る 。
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　　　　　　　土 質工学会基準案

沈下板を用 い た 地表 面沈下量 測定方法

JSF
1632− 1993

Measuring　Method　for　Settle皿 ent 　of　Ground 　Sur正ace 　Using　Settlement　Plate

1． 総　則

1，1

1．2

1．3

測定の 目的

　 こ の 測定は ， 盛土や埋立て な ど に よ る原

地盤の地表面 の沈下量 を測定す る こ とを 目

的 とす る。

適用範囲

　主 と し て軟弱地盤 を対象 とす る 。

用語の定義

　地表面沈下量 と は ， 地表面に設置 された

沈下板 と不動杭 との 高低差の 変動値か ら求

ま る沈下量をい う。

【付帯条項】

　1．　 本基準と部分的 に異な る方法 を用 い た 場合 に

　　は ， そ の 内容 を報告事項に 明記 しな けれ ばな ら

　　な い
。

　　 り得 る もの とす る 。

2．　3 測定計器　 レ ベ ル お よび ス タ ッ フ を 用 い

　 　 る 。

【付帯条項1
2．　1　沈下板 の 例 を図一 1 に 示 す 。 沈下板 の 寸法 は ，

　　盛土材 の 最大粒径が大き い 場合や盛土高が 大 き

　　い 場合に は ， 必要 に応 じ て 大 きくす る 。

　　　　　畳纖畆
化 ビ ニ ール パ イプ な ど ）

2．　 測定用具

Zl

（1＞

（2）

2．294

沈下板　沈下板 は ，地表面 に設置す る鋼板

とそれ と直角に接続す る測定用 ロ ッ ドをい

い ，周辺土 との 摩擦 で 引 き込 まれ る こ と の

な い よ う ロ ッ ドの 外側 に保護パ イ プ を設置

し，
二 重構造 とす る 。

鋼板　原則 と し て 厚さが 9mm 以 上 お よび

一
辺 が 40cm 以上 の 正方形 の もの とする。

測定用 ロ ッ ド　上端 を測定点 と す る測定用

ロ ッ ドは，直径 12mm 以上 の 鋼棒を 用 い

る。最下端 の ロ ッ ドは鋼板に溶接す る。 ロ

ッ ドの 上端部は雄ね じ と し ， 盛土高 に 合わ

せ て ロ ッ ドを接続す る。 ロ ッ ド長は 1m と

し
，

ロ ッ ドの 実長 が 正 し く確保 で きる よ う 、

に す る ・　　　　　　　　　 ｛
不動杭　不動杭 は，沈下測定 の 基準点 に な i

　　 さ9mm 以上 ）

図
一 1　 沈下板 の 例

a 　長期間使用す る 揚合 に は ，
コ ン ク リ

ー ト に

　よ り根固め し， 頭部に 測点を設 け た 石柱また

は コ ン ク リ
ー ト杭 を用 い る。

b　沈下測定 の 基準点は 構造物上 で も良い が，

長期 に わ た り変位 が生 じ な い 箇所 とす る 。

c 　短期間使用する場合 に は ， 頭部に鉄び ょ う

また は釘 を打ち込 んだ木杭 を用 い て もよい
。

3．　 測定方法

3．1 沈下板および不動杭 の設置

（1） 沈下板の 設置に あた っ て は ，設置面 を十分

　　 平坦 に な ら し ， 鋼板 と の な じみ を 良 く す

　 　 る 。

  　ロ ッ ドは ， 鉛 直に継 ぎ足 し ， 盛土作業中に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 土 と基 礎，41− 6 （425）
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匚

（3）

3，2

（1）

（2）

（3）

〔4）

（5）

【付帯条項】

3．1

　  　鋼板 と地表面 の な じ み を良くす る た め に
， 鋼

　　板 と そ の 間に砂 を敷 くの が 良 い
。

ま た
， サ ン ド

　　マ ッ ト内に設置す る場合に は，図一 2 に 示 す よ

　　うに，原地盤の 地表面の 5〜10cm 上方に 設置

　　す る 。

  a ．盛土施工 中 に盛土上面 に立 ち上 が る ロ ッ ド

　　　の 保護は ， あ らか じ め保護柵 を立 て て 目立 っ

　　　よ うに し ， 周 辺 の 締固 め は ， 小型 コ ン パ ク タ

　　　
ーな どに よ っ て 締め固め る必要が あ る

。

　　b ．測定用 ロ ッ ドの 保護パ イ プ は ， 沈下板 を押

　　　し下げ る こ との な い よ うに ， 鋼板 と の 間に盛

　　　土の圧縮量に 見合 っ た余裕 （盛土高10m に対

　　　し 50Cln 以上） を見込む必 要が あ る 。

3．2

（5） 測定頻度は
， 地盤条件 ， 工 事 の 重要性 ， 進捗

　 状況お よ び地盤 の 沈下速度な ど か ら判断 し な け
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図一 2　サ ン ドマ ッ ト内 の 沈下板 の 設置例
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4．　 測定結果の整 理

（1） 沈下量 と経過時 間 と の 関係を図示す る 。

【付帯条項】

　4．

　  　盛土や埋立 て な どの 高さ の経時変化 も合 せ て

　　図示 す る 必要 が あ る 。

5． 報告事項

　　　測定結果 に つ い て
， 次の 事項 を報告す る 。

（1） 本基準と部分的 に異な る 方法 を用 い た場合

　　 に は ，そ の 内容

  　沈下板設置年月 日お よび設置場所

（3） 沈下板 の 仕様

（4） 不動杭 の設置箇 所お よび設置方法

  　沈下量 と経過 時間 の 関係

  　そ の 他特記す べ き事項
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